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決算補足説明資料作成の有無 ： 有
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（百万円未満切捨て）

1. 2026年3月期第3四半期の連結業績（2025年4月1日～2025年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年3月期第3四半期 103,394 4.0 5,867 27.7 5,126 16.0 2,458 67.1

2025年3月期第3四半期 99,441 2.5 4,595 13.6 4,419 18.8 1,470 57.9

（注）包括利益 2026年3月期第3四半期　　5,335百万円 （96.5％） 2025年3月期第3四半期　　2,714百万円 （△49.4％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2026年3月期第3四半期 52.39 ―

2025年3月期第3四半期 31.20 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2026年3月期第3四半期 203,837 85,637 37.4

2025年3月期 196,656 82,095 37.0

（参考）自己資本 2026年3月期第3四半期 76,191百万円 2025年3月期 72,750百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年3月期 ― 7.00 ― 11.00 18.00

2026年3月期 ― 12.00 ―

2026年3月期（予想） 16.00 28.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

2026年２月12日付で開示したレビュー未了の第３四半期決算短信にて配当予想の修正を行っておりますが、その予想値からの修正はありません。

3. 2026年 3月期の連結業績予想（2025年 4月 1日～2026年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 134,000 △1.7 8,000 12.8 7,000 2.6 4,000 47.0 85.25

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

2026年２月12日付で開示したレビュー未了の第３四半期決算短信にて業績予想の修正を行っておりますが、その予想値からの修正はありません。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年3月期3Q 47,520,253 株 2025年3月期 47,520,253 株

② 期末自己株式数 2026年3月期3Q 654,845 株 2025年3月期 374,456 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年3月期3Q 46,915,696 株 2025年3月期3Q 47,137,950 株

（注）当社は、取締役及び執行役員向けに、信託を用いた業績連動型株式報酬制度を導入しております。当該信託に残存する当社株式は、期末自己株式

数及び期中平均株式数の算定上、控除する自己株式に含めております。

※添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社
としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

（決算補足説明資料の入手方法）

　決算補足説明資料は、TDnetで2026年２月12日に開示しています。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、全体としては緩やかな回復基調にあるものの、

不安定な中東情勢などの地政学的リスクや米国の関税影響による世界経済へのマイナスの影響な

ど、先行き不透明な状況で推移しております。

我が国経済においては、全体としては一部で弱い動きが見られるものの緩やかに回復しており、

設備投資についても高水準の企業収益を背景に底堅く推移しております。

このような市場環境下、当社グループの当第３四半期連結累計期間における業績につきましては、

フロンティア事業における売上高が減少となったものの、マリン・エネルギー事業やライフ事業の

堅調な需要環境による受注増や為替の円安による影響により、売上高は1,033億94百万円（前年同

期比4.0％増）となりました。

利益面につきましては、主にパワートレイン事業やライフ事業の継続的な原価改善活動、販売価

格の調整による利益改善や、フロンティア事業の損失改善などで、営業利益は58億67百万円（同

27.7％増）となりました。また、経常利益は51億26百万円（同16.0％増）となり、親会社株主に帰

属する四半期純利益は24億58百万円（同67.1％増）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりです。

なお、セグメント間の内部売上高又は振替高は、セグメントの売上高に含めております。

また、第１四半期連結会計期間より、事業戦略をより明確にするため、従来の「自動車用エンジ

ン軸受」「非自動車用軸受」「自動車用エンジン以外軸受」「自動車用軸受以外部品」の４つのセ

グメント名称をそれぞれ「パワートレイン事業」「マリン・エネルギー事業」「ライフ事業」「フ

ロンティア事業」に変更しております。当該変更は報告セグメントの名称変更のみであり、セグメ

ント情報に与える影響はありません。

① パワートレイン事業（旧 自動車用エンジン軸受）

日本国内の当第３四半期連結累計期間の新車販売台数は、前年同期比0.5％の微減となりまし

た。海外は米国が前年同期比4.1％、中国が同12.9％増加、欧州は0.3％の減少となりました。

そのような状況下、当社グループの国内の売上高は前年同期比で5.1％増加、海外は主に欧州に

おける自動車産業の不振や、EV化による需要減少を受けたものの、為替の円安による影響により

同3.5％増加したことから、当セグメントの売上高は前年同期比3.8％増収の545億９百万円、日本

の不採算品の値上げ活動による利益改善などの影響、韓国、中国や北米の増収により、セグメン

ト利益は同7.8％増益の71億75百万円となりました。

② マリン・エネルギー事業（旧 非自動車用軸受）

・大型船舶

2025年12月末の手持ち工事量は3,001万総トンと前年同期比0.6%の増加となりました。総じて需

要が高止まりの状況となっており、ばら積み船、タンカー船を中心として、一時落ち着いていた

コンテナ船の需要も増加しております。当社においては、組付、補用品の旺盛な需要や設備増強

の効果も出始めており、売上高は前年同期比で増収となりました。

・中小型船舶/産業用発電機/建設機械他

船舶用補機やデータセンター向けをはじめとする産業用発電機などに使われる中高速エンジン

用軸受の需要好調による受注増により、売上高は前年同期比で増収となりました。

・電力エネルギー/産業用コンプレッサー他

水力発電機用軸受のスポット案件がなかったことによる受注減があったものの、プラント向け

コンプレッサー用軸受の他社からの転注獲得による受注増や全体的な値上げ効果もあり、売上高

は前年同期比で増収となりました。

これらの結果、当セグメントの売上高は前年同期比8.8％増収の143億13百万円、セグメント利

益は同4.2％増益の28億41百万円となりました。
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③ ライフ事業（旧 自動車用エンジン以外軸受）

日本では前年の車両認証不正影響の反動や値上げ、北米・中国では自動車部品用（ショックア

ブソーバーなど）軸受のシェアアップによる受注増があり、売上高は前年同期比9.7％増収の169

億19百万円となりました。セグメント利益は日本の値上げ活動に伴う利益改善が大きく寄与し、

同26.1％増益の28億57百万円となりました。

④ フロンティア事業（旧 自動車用軸受以外部品）

・アルミダイカスト製品

日本向け製品一部の生産終了に加えて、米国の半導体不足及びタイにおける需要減少に伴う受

注減により、売上高は前年同期比で減収となりました。セグメント損失については製造改善など

に伴うエア費削減による損失の改善となりました。第２四半期では第１四半期で発生した一時的

な収益悪化要因への対応が完了し、黒字に復元したものの、第３四半期では減収の影響や金型承

認の遅れと金型の修正トライアルの増加などにより計画予算を下回りました。新規金型の投入加

速と早期定着などにより生産性向上を図って参ります。

・精密金属加工部品（曲げパイプ、ノックピン、NC切削品などの部品）

中国での日系自動車の需要減少及び、製品一部の生産終了に伴う受注減により、売上高は前年

同期比で減少となりました。セグメント損失については生産能力増強による納期改善に伴い、エ

ア費削減効果はあったものの、減収や顧客への材料費・労務費などの価格転嫁遅れの影響により、

前年同期比で悪化しました。工程改善による原価低減及び経費削減活動を更に強化して参りま

す。

これらの結果、当セグメントの売上高は前年同期比3.9％減収の170億12百万円、セグメント損

失は９億24百万円（前年同期はセグメント損失14億96百万円）となりました。

⑤ その他

ポンプ関連製品では前年度の需要反動減からの回復や値上げ、設備用潤滑装置での受注増があ

ったものの、金属系無潤滑軸受では前年にあった発電所向けなどの大型スポット案件がなかった

ことによる受注減の影響により、金属系無潤滑軸受事業、ポンプ関連製品事業及び電気二重層キ

ャパシタ用電極シートなどの当セグメントの売上高は前年同期比8.3％減収の16億54百万円、セグ

メント利益は値上げ活動に伴う利益改善により、同9.6％増益の３億42百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況

当第３四半期連結会計期間における総資産は2,038億37百万円となり、前連結会計年度末に比べ

71億80百万円増加いたしました。これは主に、有形固定資産、投資その他の資産、電子記録債権

が増加したことによります。

流動資産は1,106億62百万円となり、前連結会計年度末に比べ30億76百万円増加いたしました。

これは主に、電子記録債権、受取手形及び売掛金、仕掛品が増加したことによります。

固定資産は931億74百万円となり、前連結会計年度末に比べ41億４百万円増加いたしました。こ

れは主に、有形固定資産、投資その他の資産が増加したことによります。

負債につきましては1,181億99百万円となり、前連結会計年度末に比べ36億38百万円増加いたし

ました。これは主に1年内返済予定の長期借入金、長期借入金が増加したことによります。

純資産は856億37百万円となり、前連結会計年度末に比べ35億42百万円増加いたしました。これ

は主に、為替換算調整勘定、利益剰余金が増加したことによります。

自己資本比率は前連結会計年度末に比べ0.4ポイント増加し、37.4％となりました。
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② キャッシュ・フローの状況

営業活動によるキャッシュ・フローは、76億69百万円の収入となりました。これは主に、法人

税等の支払額による支出が26億52百万円、売上債権の増加による支出が15億38百万円あった一方、

減価償却費による収入73億86百万円、税金等調整前四半期純利益が54億30百万円あったことによ

ります。

投資活動によるキャッシュ・フローは、66億49百万円の支出となりました。これは主に有形固

定資産の取得による支出が71億74百万円あったことによります。

財務活動によるキャッシュ・フローは、４億88百万円の収入となりました。これは主に長期借

入金の返済による支出が33億36百万円あった一方、長期借入れによる収入が66億円あったことに

よります。

以上により、当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物の残高は258億59百万円と

なり、前連結会計年度末に比べ８億40百万円増加いたしました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年３月期決算において、特別利益（投資有価証券売却益）を計上する見込みとなりました。

これに伴い、前回公表した業績予想を上回る見通しとなったため、下記のとおり修正いたします。

前提為替レートは、１ＵＳドル/156.56円、１ユーロ/184.33円としております。

2026年３月期【通期】連結業績予想数値（2025年４月１日～2026年３月31日） （単位:百万円）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に
帰属する
当期純利益

2026年３月期 通期
前回予想 （Ａ）

134,000 8,000 7,000 3,500

2026年３月期 通期
今回予想 （Ｂ）

134,000 8,000 7,000 4,000

増減額 （Ｂ－Ａ） 0 0 0 500

増減率（%） 0.0 0.0 0.0 14.3

（ご参考）前期実績
2025年３月期 通期

136,303 7,091 6,820 2,720

(注) 業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定

の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。

実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

なお、2026年３月期の期末配当予想につきましては、親会社株主に帰属する当期純利益が予想を

上回る見込みであることを勘案し、「12円」から「16円」へと修正いたしました。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 29,147 29,379

受取手形及び売掛金 29,788 30,721

電子記録債権 2,993 3,932

商品及び製品 18,830 18,588

仕掛品 13,220 13,837

原材料及び貯蔵品 10,188 10,691

その他 3,562 3,665

貸倒引当金 △144 △154

流動資産合計 107,585 110,662

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 18,379 18,212

機械装置及び運搬具（純額） 21,344 21,083

その他（純額） 20,968 24,368

有形固定資産合計 60,692 63,665

無形固定資産

のれん 3,450 3,175

その他 4,932 4,371

無形固定資産合計 8,383 7,547

投資その他の資産

投資その他の資産 20,041 22,008

貸倒引当金 △46 △45

投資その他の資産合計 19,994 21,962

固定資産合計 89,070 93,174

資産合計 196,656 203,837
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 10,722 9,601

電子記録債務 12,059 12,544

短期借入金 28,194 28,869

1年内返済予定の長期借入金 5,348 7,820

未払法人税等 1,630 1,504

賞与引当金 1,934 1,190

役員賞与引当金 115 98

製品補償引当金 119 81

営業外電子記録債務 1,324 1,562

その他 8,643 8,902

流動負債合計 70,092 72,176

固定負債

長期借入金 30,715 31,549

株式給付引当金 109 104

役員株式給付引当金 75 92

退職給付に係る負債 7,704 8,010

資産除去債務 17 17

その他 5,846 6,247

固定負債合計 44,468 46,023

負債合計 114,561 118,199

純資産の部

株主資本

資本金 8,413 8,413

資本剰余金 13,114 13,112

利益剰余金 38,319 39,684

自己株式 △281 △455

株主資本合計 59,565 60,756

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,698 2,401

為替換算調整勘定 8,512 10,178

退職給付に係る調整累計額 2,973 2,855

その他の包括利益累計額合計 13,184 15,434

非支配株主持分 9,344 9,446

純資産合計 82,095 85,637

負債純資産合計 196,656 203,837



大同メタル工業株式会社(7245) 2026年３月期 第３四半期決算短信

7

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

売上高 99,441 103,394

売上原価 75,156 77,975

売上総利益 24,285 25,418

販売費及び一般管理費 19,689 19,551

営業利益 4,595 5,867

営業外収益

受取利息 273 290

受取配当金 190 169

為替差益 99 -

持分法による投資利益 192 59

補助金収入 274 57

その他 135 210

営業外収益合計 1,165 788

営業外費用

支払利息 1,251 1,083

為替差損 - 301

その他 89 144

営業外費用合計 1,341 1,529

経常利益 4,419 5,126

特別利益

投資有価証券売却益 - 303

特別利益合計 - 303

税金等調整前四半期純利益 4,419 5,430

法人税、住民税及び事業税 1,932 2,322

法人税等調整額 443 △68

法人税等合計 2,375 2,253

四半期純利益 2,043 3,176

非支配株主に帰属する四半期純利益 573 718

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,470 2,458
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

四半期純利益 2,043 3,176

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 181 726

為替換算調整勘定 551 1,499

退職給付に係る調整額 △100 △113

持分法適用会社に対する持分相当額 38 46

その他の包括利益合計 670 2,159

四半期包括利益 2,714 5,335

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,797 4,708

非支配株主に係る四半期包括利益 917 627
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 4,419 5,430

減価償却費 6,908 7,386

のれん償却額 622 649

持分法による投資損益（△は益） △192 △59

貸倒引当金の増減額（△は減少） 15 6

賞与引当金の増減額（△は減少） △818 △745

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △60 △17

退職給付に係る資産負債の増減額 △414 △497

株式給付引当金の増減額（△は減少） 9 △4

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 2 17

受取利息及び受取配当金 △463 △460

支払利息 1,251 1,083

投資有価証券売却損益（△は益） - △303

売上債権の増減額（△は増加） 160 △1,538

棚卸資産の増減額（△は増加） △2,792 △630

仕入債務の増減額（△は減少） 655 △723

未払消費税等の増減額（△は減少） △211 35

その他の負債の増減額（△は減少） 339 94

その他 39 1,104

小計 9,473 10,827

利息及び配当金の受取額 407 460

持分法適用会社からの配当金の受取額 72 68

利息の支払額 △1,212 △1,034

法人税等の支払額 △2,691 △2,652

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,049 7,669
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(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △2,047 △1,534

定期預金の払戻による収入 2,430 2,080

投資有価証券の取得による支出 △34 △121

投資有価証券の売却による収入 - 428

有形固定資産の取得による支出 △8,537 △7,174

有形固定資産の売却による収入 7 8

無形固定資産の取得による支出 △368 △259

貸付けによる支出 △353 △452

貸付金の回収による収入 365 371

その他 △10 3

投資活動によるキャッシュ・フロー △8,550 △6,649

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,995 △397

長期借入れによる収入 7,100 6,600

長期借入金の返済による支出 △6,084 △3,336

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △501 △577

自己株式の取得による支出 △6 △184

自己株式の処分による収入 15 10

配当金の支払額 △935 △1,065

非支配株主への配当金の支払額 △1,279 △558

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

- △1

財務活動によるキャッシュ・フロー 304 488

現金及び現金同等物に係る換算差額 △659 △668

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,856 840

現金及び現金同等物の期首残高 24,586 25,019

現金及び現金同等物の四半期末残高 21,730 25,859
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

［ 前第３四半期連結累計期間（自 2024年４月１日 至 2024年12月31日）］

① 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)

合計パワー
トレイン
事業

マリン・
エネルギー

事業

ライフ
事業

フロンティア
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 52,136 13,132 15,202 17,616 98,089 1,352 99,441

セグメント間の内部
売上高又は振替高

378 23 227 87 716 450 1,167

計 52,515 13,156 15,430 17,704 98,805 1,803 100,609

セグメント利益

又は損失（△）
6,656 2,727 2,266 △1,496 10,153 312 10,465

(注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、金属系無潤滑軸受事業、ポンプ関連製

品事業、電気二重層キャパシタ用電極シート等を含んでおります。

② 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利 益 金 額

報告セグメント計 10,153

「その他」の区分の利益 312

セグメント間取引消去 △0

全社費用（注） △5,869

四半期連結損益計算書の営業利益 4,595

(注)全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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［ 当第３四半期連結累計期間（自 2025年４月１日 至 2025年12月31日）］

① 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)

合計パワー
トレイン
事業

マリン・
エネルギー

事業

ライフ
事業

フロンティア
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 54,106 14,290 16,688 16,890 101,975 1,419 103,394

セグメント間の内部
売上高又は振替高

402 23 231 122 779 234 1,014

計 54,509 14,313 16,919 17,012 102,754 1,654 104,408

セグメント利益

又は損失（△）
7,175 2,841 2,857 △924 11,950 342 12,292

(注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、金属系無潤滑軸受事業、ポンプ関連製

品事業、電気二重層キャパシタ用電極シート等を含んでおります。

② 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利 益 金 額

報告セグメント計 11,950

「その他」の区分の利益 342

セグメント間取引消去 △7

全社費用（注） △6,417

四半期連結損益計算書の営業利益 5,867

(注)全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

③ 報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間より、従来の「自動車用エンジン軸受」「非自動車用軸受」「自動車用エンジン以外軸

受」「自動車用軸受以外部品」の４つのセグメント名称を「パワートレイン事業」「マリン・エネルギー事業」

「ライフ事業」「フロンティア事業」に変更しております。当該変更は報告セグメントの名称変更のみであり、セ

グメント情報に与える影響はありません。

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の名称で記載しております。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2026年３月５日

大同メタル工業株式会社

取 締 役 会 御 中

有限責任監査法人 ト ー マ ツ

名 古 屋 事 務 所

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 神 野 敦 生

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 後 藤 泰 彦

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている大同メタル工業株式会社の2025年4月1日から2026年3

月31日までの連結会計年度の第3四半期連結会計期間（2025年10月1日から2025年12月31日まで）及び第3四半期連結累計

期間（2025年4月1日から2025年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期

連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを

行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所及び株式会社

名古屋証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財

務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）

に準拠して作成されていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適

用される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責

任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

その他の事項

会社の2025年3月31日をもって終了した前連結会計年度の第3四半期連結会計期間及び第3四半期連結累計期間に係る四

半期連結財務諸表は、期中レビューが実施されていない。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所及び株式会社名古屋証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項

及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成

基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これ

には、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統

制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所及び株式会社名古屋証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準

第4条第1項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸

表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要

がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュ

ー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施

される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所

及び株式会社名古屋証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略

が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、

継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の

注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、

四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中

レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続で

きなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所及び株式会社名古屋証券取引所の四半期財

務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成され

ていないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独

で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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